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地
域
に
親
し
ま
れ
る
催
事
と
し
て
定
着
し
た

早
春
の「
新
島
襄
生
誕
の
地
」碑
前
祭
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昨
夜
来
の
雪
も
や
み
、気
持

ち
良
い
冬
の
晴
れ
間
と
な
っ
た

２
月
12
日（
火
）の
朝
、東
西
線

竹
橋
で
地
下
鉄
を
降
り
た
。地

上
に
出
る
と
皇
居
の
外
堀
を
走

る
マ
ラ
ソ
ン
人
を
よ
け
な
が
ら
、

校
祖　

新
島
襄
の
生
誕
を
祝
う

た
め
に
学
士
会
館
へ
向
か
っ
た
。

　

一
ツ
橋
を
渡
っ
た
右
手
に
は
見
事

な
紅
梅
が
咲
い
て
い
た
。終
焉
の
地
、

大
磯
に
あ
る
白
梅
と
対
に
な
っ
て
い

る
の
か
と
思
う
ほ
ど
。
10
時
45
分
よ

り
、
同
志
社
大
学
生
命
医
科
学
部 

石
浦
章
一
特
別
客
員
教
授
の
認
知
症

を
テ
ー
マ
に
し
た
「
老
い
な
い
脳
も

食
事
次
第
」
と
題
し
た
講
演
会
が
約

50
分
。
認
知
症
の
原
因
や
対
策
、
そ

の
チ
ェ
ッ
ク
と
長
生
き
の
た
め
の
趣

味
ま
で
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
を
聴
き
70
歳
ま
で
元
気
な
人
は

認
知
症
に
な
り
に
く
い
と
わ
か
り
、

参
加
者
の
中
に
は
安
心
し
た
人
も
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

休
憩
を
は
さ
み
、
12
時
20
分
か
ら

は
同
志
社
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
演
奏
会
。
一
曲
目

は
イ
タ
リ
ア
民
謡
「
オ
ー
ソ
レ
ミ

オ
」、
そ
の
あ
と
は
懐
か
し
い
唱
歌

や
歌
謡
曲
な
ど
数
曲
。
次
に
プ
ロ
の

マ
ン
ド
リ
ン
奏
者
、
柴
田
高
明
氏
に

よ
る
独
奏
で「
レ
ッ
ト
イ
ッ
ト
ビ
ー
」

と
「
ラ
ヴ
ィ
ン
グ
ユ
ー
」
の
２
曲
。

最
後
に
マ
ン
ド
リ
ン
で
カ
レ
ッ
ジ
ソ

ン
グ
を
演
奏
し
て
い
た
だ
き
観
客
も

そ
れ
に
合
わ
せ
て
歌
い
ま
し
た
。

　

演
奏
会
の
あ
と
は
、
学
士
会
館

２
０
２
号
室
に
お
い
て
、
13
時
よ
り

新
島
先
生
の
生
誕
を
祝
う
午
餐
会
に

約
１
０
０
名
の
校
友
や
来
賓
が
集
い

ま
し
た
。
司
会
は
東
京
校
友
会 

横

山
徹
代
表
幹
事
、
主
催
者
挨
拶
は
東

京
校
友
会 

児
玉
会
長
と
同
窓
会
東

京
支
部 

加
藤
聖
子
支
部
長
、
大
学

か
ら
の
ご
挨
拶
は
松
岡
学
長
よ
り
、

来
賓
ご
挨
拶
は
錦
町
三
丁
目
の
前
田

町
会
長
か
ら
で
し
た
。

　

ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
、
精
養
軒
の

美
味
し
い
料
理
に
舌
鼓
を
う
ち
な

が
ら
懇
談
の
後
に
「
初
夏
の
集
い

２
０
１
９
」
の
港 

章
実
行
委
員
長

が
登
場
。
６
月
16
日
（
日
）
に
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
て
全
員
着
席

で
開
催
す
る
こ
と
や
、
講
演
者
に
は

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
柔
道
無
差
別
級
金
メ
ダ
リ
ス

ト
で
あ
る
講
道
館
の
上
村
春
樹
館
長

に
決
定
し
た
こ
と
な
ど
を
熱
く
語
っ

て
、
参
加
を
ア
ピ
ー
ル
。

　

最
後
に
東
京
校
友
会 

金
屋
憲
二
郎

副
会
長
よ
り
、
参
加
者
へ
の
お
礼
と

「
初
夏
の
集
い
」
へ
の
参
加
を
再
度
呼

び
か
け
て
、
盛
況
の
う
ち
に
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

文
責
／
作
村
満
明（
77
年
・
法
）

写
真
／
新
田
博
伸（
77
年
・
法
）

り
、
東
京
神
田
一
ツ
橋
「
新
島
襄
先

生　

生
誕
之
地
」
碑
前
に
お
い
て
、

校
祖
１
７
６
回
目
の
生
誕
を
祝
う
碑

前
祭
が
学
校
法
人
同
志
社
の
主
催
、

同
志
社
東
京
校
友
会
の
後
援
で
今
年

も
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

碑
の
あ
る
学
士
会
館
の
角
に
は
校

友
１
３
３
名
が
集
合
。
学
校
法
人
同

志
社 

柳
井
望
法
人
事
務
部
長
の
司

会
で
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
讃
美
歌

３
１
２
番
「
い
つ
く
し
み
深
き
」
の

斉
唱
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
式
辞
は

同
志
社
大
学 

松
岡
敬
学
長
、
挨
拶

は
同
志
社
東
京
校
友
会 

児
玉
正
之
会
長
と
神
田

錦
町
三
丁
目 

前
田
智

彦
町
会
長
よ
り
。
そ
の

後
に
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ

を
全
員
で
歌
い
、
挨
拶

を
さ
れ
た
３
名
の
方
々

の
献
花
で
碑
前
祭
を
無

事
終
了
。

　

11
時
20
分
か
ら
は
、

学
士
会
館
２
１
０
号
室

に
地
域
の
人
達
も
含
め

て
１
５
０
名
が
集
ま

新島襄先生生誕之地碑

講演会の講師は石浦章一教授

新島先生の生誕を祝う午餐会

早
春
の「
新
島
襄
生
誕
の
地
」碑
前
祭
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前
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白
梅
ほ
こ
ろ
ぶ
湘
南
大
磯
で
校
祖
を
偲
ぶ

春
を
呼
ぶ「
新
島
襄
終
焉
の
地
」碑
前
祭
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春
を
呼
ぶ「
新
島
襄
終
焉
の
地
」碑
前
祭

　

寒
波
も
和
ら
ぎ
冬
晴
れ
の
暖
か
い
１
月
23
日（
水
）、東
京
駅
か
ら
湘

南
ラ
イ
ナ
ー
に
乗
り
約
１
時
間
。新
島
先
生
の
終
焉
の
地
で
あ
る
大
磯

を
訪
ね
た
。昼
過
ぎ
か
ら
の
碑
前
祭
の
少
し
前
に
到
着
し
て
、冬
の
大

磯
を
ひ
と
り
で
観
光
し
て
か
ら
碑
前
祭
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
。

「新島襄先生終焉之地」碑前にて

「レストラン風月」での懇親会

　

11
時
に
潮
の
か
お
り
の
す
る
閑
静

な
大
磯
駅
に
到
着
。
駅
前
の
丘
の
上

に
は
戦
後
の
孤
児
の
た
め
に
エ
リ
ザ

ベ
ス
・
サ
ン
ダ
ー
ス
・
ホ
ー
ム
を
創

設
し
た
「
澤
田
美
喜
記
念
館
」
が
あ

り
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
見
学
し
た
。
し
ば
ら
く

歩
い
て
、
俳
句
の
聖
地
、
茅
葺
の
趣

あ
る
「
鴫し
ぎ
た
つ
あ
ん

立
庵
」
を
訪
ね
た
。
静
か

な
庭
園
の
あ
ち
こ
ち
に
句
碑
が
た
っ

ら
歩
い
て
行
け
る
範
囲
に
こ
れ
だ
け

の
由
緒
あ
る
建
物
が
あ
る
の
は
、
大

磯
な
ら
で
は
。
冬
の
一
人
旅
に
大
磯

の
日
差
し
も
街
並
み
も
と
て
も
優
し

か
っ
た
。

　

白
梅
の
ほ
こ
ろ
び
始
め
た
碑
前
に

は
、
平
日
に
も
関
わ
ら
ず
１
２
０
名

余
り
が
集
合
。
参
加
者
は
芳
名
カ
ー

ド
に
記
入
し
、
記
入
用
の
同
志
社

マ
ー
ク
入
り
ボ
ー
ル
ペ
ン
と
新
島
先

生
が
お
好
き
だ
っ
た
「
ぜ
ん
ざ
い
」

を
お
土
産
に
い
た
だ
く
。

　

式
は
先
生
の
亡
く
な
ら
れ
た
14
時

20
分
ち
ょ
う
ど
に
学
校
法
人
同
志
社  

柳
井
望
法
人
事
務
部
長
の
司
会
で
黙

祷
か
ら
始
ま
り
、
続
い
て
讃
美
歌

３
１
２
番
「
い
つ
く
し
み
深

き
」
を
全
員
で
歌
う
。

　

式
辞
は
八
田
英
二
総
長
・

理
事
長
。
挨
拶
は
中
﨑
久
雄

大
磯
町
長
、
加
藤
聖
子
同
窓

会
東
京
支
部
長
か
ら
。
そ
の

後
に
大
磯
詩
吟
連
盟
の
方
々

に
よ
る
新
島
襄
作
の
漢
詩

「
寒
梅
詩
」「
送
歳
詩
」、
和

歌
「
い
し
か
ね
も
透
れ
か
し

と
て　

ひ
と
筋
に
射
い
る
矢

に
こ
む　

丈
夫
の
意
地
」
が

朗
詠
さ
れ
た
。
大
学
創
立
の

資
金
を
集
め
る
途
中
、
志
半

ば
で
こ
の
大
磯
の
百
足
屋
旅

館
で
終
焉
を
迎
え
た
新
島
先
生
の
お

気
持
ち
が
こ
れ
ら
の
詩
に
込
め
ら
れ

て
い
る
と
思
い
、
吟
詠
を
聴
く
た
び

に
感
動
す
る
。

　

次
に
参
加
者
全
員
でD

oshisha 
College  Song

を
歌
い
、
碑
前
に

献
花
。
献
花
は
八
田
総
長
・
理
事
長
、

中
﨑
大
磯
町
長
、
児
玉
正
之
東
京
校

友
会
会
長
、
加
藤
同
窓
会
東
京
支
部

長
か
ら
。
最
後
に
司
会
を
さ
れ
た
柳

井
法
人
事
務
部
長
よ
り
、
新
島
先
生

の
終
焉
の
地
碑
を
守
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
大
磯
町
の
方
々
に
感
謝
を
述

べ
て
、
碑
前
祭
は
終
了
。

　

懇
親
会
は
今
年
で
３
回
目
と
な
っ

た
大
磯
駅
前
の
「
レ
ス
ト
ラ
ン
風

月
」
に
て
。
東
京
校
友
会
、
校
友
会

八田総長・理事長の式辞

神
奈
川
県
支
部
、
新
島
研
究
会
の
会

員
も
参
加
し
て
約
30
名
の
合
同
大
懇

親
会
と
な
っ
た
。
大
磯
駅
前
に
あ

る
校
友
の
店
、
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
プ

「T
E　

H
A

N
D

EL

」（
テ
ィ
ー
ハ
ン

デ
ル
）
の
オ
ー
ナ
ー
加
瀬
さ
や
か
さ

ん
（
２
０
０
０
年
・
経
）
も
顔
を
出

し
て
、彼
女
か
ら
全
員
に
お
土
産
が
。

　

様
々
な
校
友
と
交
わ
り
親
し
く
な

れ
る
校
祖
終
焉
の
地
、
大
磯
。
こ
れ

も
新
島
先
生
と
の
縁
あ
れ
ば
こ
そ
。

誘
い
あ
っ
て
来
ら
れ
る
人
も
多
い
の

で
、
来
年
は
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、

大
磯
を
訪
問
さ
れ
た
ら
い
か
が
か
と

思
う
。文

責
／
作
村
満
明（
77
年
・
法
）

写
真
／
新
田
博
伸（
77
年
・
法
）

て
い
て
心
落
ち
着
く

所
。「
島
崎
藤
村
旧

邸
」
は
少
し
わ
か
り

に
く
く
、
住
宅
街
の

中
の
細
い
路
地
を
行

く
と
突
如
現
れ
た
。

見
学
を
終
え
て
か
ら

松
林
と
弓
な
り
の
海

岸
線
が
美
し
い
大
磯

海
岸
を
散
策
。
そ
の

後
、
鳥
料
理
で
有
名

な
「
杉
本
」
で
鳥
定

食
を
い
た
だ
く
。
最

も
人
気
の
あ
る
「
吉

田
茂
邸
」
ま
で
は
少

し
遠
い
の
で
来
年
に

回
し
た
が
、
駅
前
か

3

春
を
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襄
終
焉
の
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前
祭



同志社東京ジャーナル／W185mm×H50mm

和食・ご宴会 がんこフードサービス株式会社
〒532-0026 大阪市淀川区新北野1-2-13
TEL.06-6308-2288（代表）

宴会ご予約承り中
http://www.gankofood.co.jp

特別講演会
レポート

DOSHISHA
TOKYO  JOURNAL

　

２
月
５
日
（
火
）、
立
教
経
済
人

ク
ラ
ブ
の
新
春
名
刺
交
換
会
が
日
比

谷
「
松
本
楼
」
で
開
催
さ
れ
、
児
玉

会
長
以
下
、
東
京
校
友
会
、
東
京
メ

デ
ィ
ア
ク
ロ
ー
バ
ー
会
関
係
者
他
、

10
名
が
参
加
し
た
。
東
京
校
友
会
で

は
、
対
外
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て

昨
年
よ
り
立
教
経
済
人
ク
ラ
ブ
と
の

間
で
、
ス
ポ
ー
ツ
応
援
、
セ
ミ
ナ
ー

参
加
等
々
交
流
を
深
め
て
い
る
。

　

第
１
部
の
講
演
会
は
、
同
ク
ラ
ブ

か
ら
の
講
師
要
請
を
受
け
、
メ
デ
ィ

ア
ク
ロ
ー
バ
ー
会
の
河
内
一
友
会
長

恵
学
社
代
表
取
締
役
・
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
Ｉ

Ｓ
Ｈ　

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ
代
表
の
岡

健
作
さ
ん
（
00
年
・
文
）
で
す
。

　

講
演
は
、
冒
頭
の
、「
英
語
学
習

に
近
道
は
な
い
、
け
れ
ど
回
り
道
は

避
け
ら
れ
る
」
と
の
名
言
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
近
年
の
受
講
生
の
方
々
の

短
期
成
績
ア
ッ
プ
の
事
例
を
多
数
紹

介
さ
れ
た
あ
た
り
か
ら
、
聴
衆
の
興

味
は
一
気
に
岡
ワ
ー
ル
ド
に
引
き
ず

り
込
ま
れ
て
し
ま
い
、
非
常
に
熱
気

の
あ
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

岡
さ
ん
の
画
期
的
な
業
績
は
、
成

果
の
「
見
え
る
化
」
概
念
を
英
語
教

育
に
持
ち
込
ん
だ
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
科
学
的
な
知
見
を
取
り

入
れ
て
、
合
理
的
で
生
産
性
の
高
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
上
げ
た
こ
と
が
、

そ
の
革
新
性
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

個
人
個
人
の
現
状
を
正
確
に
把
握

し
、そ
の
人
に
合
っ
た
効
果
的
な「
順

番
」
で
の
学
び
方
を
提
案
し
て
も
ら

え
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
英
語
学

習
「
あ
る
あ
る
」
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

学
習
が
で
き
そ
う
で
す
。

文
責
／
青
木
重
之（
78
年
・
経
）

ツ
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
思
い
を
語

り
、
大
学
で
は
「
良
心
」
に
基
づ
い

て
実
行
す
る
人
物
（
人
材
で
は
な
く
）

の
育
成
に
注
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
、

と
訴
え
て
参
加
者
の
共
感
を
得
た
。

　

新
年
最
初
の
会
合
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
立
教
学
院
白
石
理
事
長
、
立

教
大
学
郭
総
長
を
は
じ
め
大
学
関
係

者
１
４
０
名
が
参
加
、
大
盛
況
で

あ
っ
た
。
第
２
部
の
懇
親
会
で
は
、

郭
総
長
が
自
ら
寄
付
の
懇
請
を
行

い
、
２
０
２
４
年
の
箱
根
駅
伝
フ
ル

参
戦
に
向
け
た
強
い
思
い
を
ア
ピ
ー

ル
。
立
教
パ
ワ
ー
を
実
感
し
た
。

文
責
／
剱
持
益
美（
83
年
・
商
）

　

去
る
３
月
６
日
（
水
）、
東
京
サ

テ
ラ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス
で
39
名
の

校
友
の
参
加
を
得
て
、
特
別
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
第
二
言
語
習
得
に
科
学

的
な
知
見
を
取
り
入
れ
て
、
大
き
な

効
果
を
上
げ
て
い
る
話
題
の
（
株
）

岡健作さん「英語学習に近道はない、けれど回り
道は避けられる」

河内メディアクローバー会会長の講演

「
立
教
経
済
人
ク
ラ
ブ
」と
の
交
流

（
71
年
・
文
、
Ｍ
Ｂ
Ｓ
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
会
長
、
毎
日
放
送
会

長
）
に
ご
登
壇
い
た
だ
い
た
。

　

河
内
会
長
は
、『
民
放
経
営
は
「
片

手
に
文
化
、
片
手
に
ソ
ロ
バ
ン
」
～

民
放
の
現
状
と
良
心
の
必
要
性
～
』

と
題
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代

に
お
け
る
Ｔ
Ｖ
放
送
の
役
割
と
価

値
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
は
異
な
る
経
営
方
針

に
つ
い
て
、
民
放
ト
ッ
プ
の
立
場
で

熱
弁
を
振
る
わ
れ
た
。
ま
た
、
同
志

社
人
と
し
て
新
島
先
生
に
学
ぶ
「
良

心
教
育
」
と
教
養
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

対
外
交
流
事
業
レ
ポ
ー
ト

同
志
社
メ
デ
ィ
ア
ク
ロ
ー
バ
ー
会 

河
内
一
友
会
長
　
講
演
会

株
式
会
社 

恵
学
社 

代
表
取
締
役
　
岡 

健
作
さ
ん

起
業
家
に
学
ぼ
う
！

90
日
で
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
４
０
０
点

ア
ッ
プ
も

特別講演会
レポート

　

話
題
沸
騰
、多
く
の
メ
デ
ィ

ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る「
Ｅ

Ｎ
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｈ　

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｙ
」。
90
日
で
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

４
０
０
点
ア
ッ
プ
も
。英
語
教

育
業
界
の
常
識
を
変
え
た「
時

短
型
英
語
ジ
ム
」と
は
。
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東京校友会 関係諸団体の活動 2018 年レポート
団体名、イベント名 日時、会場、参加者数、講演者、講演テーマなど

神奈川県支部
「同志社神奈川の集い」

11月25日（日）14:00～18:30　横浜駅東口　崎陽軒本店　127名
講演：マルハニチロ（株）代表取締役社長　伊藤 滋氏（1972年・経）

「日本の食卓から魚が消える日」
ミニミニコンサート：シンガーソングライター　伊藤 誠氏（1976年・商）

千葉県支部
「総会・講演会・芸術作品展・

懇親会」

6月9日（土）14：00～18：15（総会を除き同窓会共催）
山崎製パン企業年金基金会館　＜総会＞72名（来賓9名含む）
＜特別講演会＞100名（同窓会・市民含む）
講演：同志社大学グローバルスタディーズ研究科　太田 修教授

「南北・米朝首脳会談を読み解く」

埼玉県支部
「バーベキュー大会」
「総会・懇親会」

＜バーベキュー大会＞3月31日（土）　日高市「サイボク牧場」28名
＜総会・懇親会＞12月2日（日）　JACK大宮18階「東天紅」41名
講演会を無くして、会費を10,000円から9,000円に下げました。

群馬県支部
「総会・講演会・懇親会」

9月30日（日）12：30～　マリエール高崎（群馬県高崎市）
＜総会＞42名　＜懇親会＞69名（同窓会、来賓含む）
講演：共愛学園前橋国際大学名誉教授　宮崎俊弥氏

「近代群馬のキリスト教教育－共愛女学校校長周再賜を中心に－」

栃木県支部
「臨時理事会」

6月30日（土）及び11月30日（金）　5名
議題：栃木県支部の総会開催及び今後の組織立て直しについて
2019年4月中に再度臨時理事会を開催する予定です。

茨城県支部
「総会 ･ 講演会 ･ 懇親会」

9月30日（日）11：30～17：00　水戸京成ホテル
台風24号の影響により中止としました。予定された弘道館見学会と講演会「弘道館の歴
史と見学の精神について（弘道館事務所：小圷のり子氏；1991年文学部卒、支部会員）」
は次回プログラムへ移行。支部長、事務局長が改選されました。
支部長 辻 憲二郎（1975年・法）、事務局長 上田安男（1973年・工）

山梨県支部
「総会・講演会・懇親会」

12月1日（土）13:30～17:00　ホテル談露館　35名
講演：山梨県弁護士会前会長　堀内寿人弁護士（支部会員）

「弁護士の役割と変わりゆく司法」

長野県支部
「総会・講演会・懇親会」

7月14日（土）13:30～17:30　ホテルメルパルク長野　27名
講演：コベルコビジネスサポート（株）　萩本光威氏（ラグビー部ＯＢ）

「ラグビーのコーチングから学ぶこと」　一般聴講者　約40名

同窓会東京支部
「総会」

4月18日（水）11:30～15:00　グランドハイアット東京　60名
講演：学校法人同志社 八田英二総長・理事長

「同志社と男女共同参画社会に向けて」

樹徳会東京支部
「総会・講演会・懇親会」

10月13日（土）11:30～15:30　学士会館　来賓6名　会員74名　合計80名
講演：がんこフードサービス株式会社 東川浩之代表取締役副会長

「がんこ寿司の成長の軌跡と同志社スピリッツ」
対談：東川副会長×小林由梨奈様（カラー＆イメージコンサルタント、2009年・商）

同経会東京支部
「同経会東京のつどい」

11月27日（火）18:30～　日本プレスセンター　約50名
講演：同志社大学経済学部　新関三希代教授（前経済学部長）

「行動経済学の視点からみる株式市場」

政法会東京支部
「無料法律相談会」
「定時総会」

＜無料法律相談会＞
6月23日（土）13:00～　横浜市民活動支援センター　相談来場者5名
11月17日（土）13:00～　横浜市民活動支援センター　相談来場者4名
＜定時総会＞　9月15日（土）15：30～
同志社大学東京サテライト・キャンパス　43名
政法会東京支部創立20年特別記念講演会：同志社大学大学院太田修教授 「南北・米朝対
話と日朝国交正常化を考える」懇親交流会：京橋モルチェ

理工会東京支部
「総会」

2019年1月18日（金）18:00～　うおまんダイニング　50名
同志社大学松岡敬学長、塚越一彦理工学部長、礒野聡司学長秘書、児玉正之東京校友会
会長、奥出聡東京支部長等の参加を得て、盛大に執り行われた。

関東同志社スポーツユニオン
「総会」

10月28日（日）11:30～15:30　学士会館　170名
パネルディスカッション：廣瀬俊朗氏（慶応大学→東芝、元ラグビー日本代表）
望月雄太氏（同志社大学→東芝、元ラグビー日本代表）

「ラグビーワールドカップ2019への期待と展望」
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当
時
人
気
の
黒
松
ゼ
ミ
に
は
聡
明

な
仲
間
が
集
い
、
学
び
、
よ
く
議
論

し
た
。
禅
寺
で
の
ゼ
ミ
合
宿
で
マ
ー

ジ
ャ
ン
が
見
つ
か
り
管
主
か
ら
説
教

と
長
時
間
の
座
禅
仕
置
き
？ 

は
自

業
自
得
。
伊
豆
へ
の
ゼ
ミ
旅
行
、
山

崎
の
ウ
イ
ス
キ
ー
工
場
見
学
、
大
学

祭
で
お
で
ん
の
屋
台
が
大
当
た
り
！　

な
ど
話
題
は
尽
き
な
い
。　

　

黒
松
巌
先
生
は
工
業
経
済
学
の
権

威
で
あ
る
一
方
、
京
都
の
伝
統
工
業

研
究
者
と
し
て
著
名
、
無
私
・
ロ
マ

ン
を
語
る
国
士
だ
っ
た
。

　

昨
年
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ

た
が
、
50
年
前
の
面
影
は
仲
間
の
集

合
場
所
だ
っ
た
チ
ャ
ペ
ル
を
残
し
て

新
し
い
景
色
に
変
っ
て
い
た
。

　

よ
わ
い
72
歳
の
現
在
、「
良
心
之
未

ダ
充
満
セ
ザ
ル
丈
夫
」
は
遊
び
も
学

び
も
、
通
過
点
に
あ
る
。

　

追
伸　

同
志
社Rugby

よ
再
び
！

　

50
年
前
の
４
年
間
。
大
学
と
は
多

才
な
友
人
と
出
会
う
こ
と
。
就
職
に

支
障
の
な
い
程
度
の
品
行
と
、
小
々

の
学
業
と
心
得
て
い
た
。

　

フ
ォ
ー
ク
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ス
や
、

杉
田
二
郎
さ
ん
が
隣
に
居
た
。
テ
レ

ビ
の
勝
ち
抜
き
番
組
に
決
勝
ま
で

残
っ
た
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ド
の
仲
間

が
い
た
。
当
時V

A
N

ジ
ャ
ケ
ッ
ト

に
カ
ブ
レ
タ
僕
は
平
凡
パ
ン
チ
を
愛

読
し
、
マ
イ
ク
真
木
の
„
バ
ラ
が
咲

い
た
＂
を
歌
い
、SU

ZU
K

A

を
疾

走
す
る
式
場
壮
吉
に
憧
れ
た
。
僕
た

ち
は
学
生
運
動
と
は
距
離
を
置
い
て

い
た
。

　

話
題
の
遊
び
は
な
ん
で
も
得
意
の

お
気
楽
仲
間
に
僕
は
ぶ
ら
下
が
っ
て

い
た
。
街
の
身
な
り
で
上
越
の
ゲ
レ

ン
デ
に
降
り
立
つ
の
が
カ
ッ
コ
イ
イ

と
、
名
神
小
牧
イ
ン
タ
ー
を
降
り
地

道
を
東
に
向
か
っ
た
苗
場
は
、
ま
だ

ユ
ー
ミ
ン
の
時
代
で
は
な
く

加
山
雄
三
の
„
恋
は
赤
い
バ

ラ
＂
だ
っ
た
。
ス
キ
ー
の
思

い
出
は
多
々
あ
れ
ど
、
奥
志

賀
の
ロ
ッ
ジ
で
父
の
訃
報
を

受
け
未
明
の
ゲ
レ
ン
デ
を
歩

き
、
共
に
京
都
に
戻
っ
て
く

れ
た
仲
間
と
の
友
情
は
今
も

絶
え
な
い
。

株
式
会
社
　
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

元
代
表
取
締
役
社
長

末
松
建
樹（
69
年
・
経
）入学時の筆者

今
出
川
は
、遊
び
と
学
び
の
通
過
点

今
出
川
四
季

か
え
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　

英
語
の
授
業
で
は
、ミ
ス
・
グ
イ
ン

先
生
か
ら
英
会
話
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
。
流
暢
な
ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
語
を

聴
く
こ
と
が
で
き
た
が
、
私
の
英
語

の
発
音
の
基
本
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
先
生
は
、
メ
ガ
ネ
を
か
け
て
お
ら

れ
た
が
、
牛
乳
瓶
の
底
の
よ
う
な
分

厚
い
凸
レ
ン
ズ
に
び
っ
く
り
し
た
。

　

物
理
は
北
村
北ほ
く
よ
う
さ
ぶ
ろ
う

洋
三
郎
先
生
か
ら

教
わ
っ
た
が
、
先
生
の
お
父
様
が
遠

洋
航
海
の
船
長
だ
っ
た
よ
う
で
、
先

生
が
生
ま
れ
ら
れ
た
時
に
北
洋
を
航

海
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
そ
の
名
前

が
つ
い
た
と
の
話
を
お
聞
き
し
た
。

　

社
会
は
カ
ッ
パ
と
呼
ん
で
い
た
谷

川
考
造
先
生
だ
っ
た
。
先
生
は
水
泳

　

同
志
社
中
学
の
三
年
間
、
多
く
の

個
性
的
な
先
生
か
ら
授
業
を
受
け
た
。

　

一
年
生
の
担
任
で
シ
ャ
モ
と
呼
ん

で
い
た
本
宮
啓
先
生
は
、
公
民
の
授

業
よ
り
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮
者

と
し
て
の
印
象
し
か
な
い
。
前
回
で

も
話
し
た
が
、
学
芸
会
に
な
る
と
メ

ン
バ
ー
が
集
め
ら
れ
た
。

　

一
年
生
の
秋
、
私
も
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
が
弾
け
た
の
で
参
加
し
た
が
、
そ

の
中
に
は
藤
木
君
や
武
藤
君
な
ど
一

流
の
演
奏
家
仲
間
が
多
く
、
私
は
セ

カ
ン
ド
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
担
当
す
る

事
に
な
っ
た
。
曲
目
は
、
モ
ー
ツ
ア

ル
ト
の
有
名
な
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・

ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
。
第
一
楽
章
、
主

題
の
テ
ー
マ
が
流
れ
る
が
、
セ
カ
ン

ド
は
そ
こ
ま
で
。
そ
の
後
は
伴
奏
に

終
始
し
、
演
奏
し
て
い
る
私
に
と
っ

て
は
そ
れ
程
楽
し
く
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
の
だ
。

　

二
年
生
の
秋
、
ま
た
学
芸
会
に
向

け
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
集
め
ら
れ
た

が
、
曲
目
は
何
と
昨
年
と
同
じ
、
そ

の
上
ま
た
セ
カ
ン
ド
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

を
担
当
さ
せ
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
三
年
生
の
秋
、
学

芸
会
の
曲
目
は
ま
た
同
じ
と
聞
か
さ

れ
、
部
員
一
同
可
笑
し
く
て
あ
き
れ

片
桐
家
同
志
社
五
代
記

連
企

載
画

の
達
人
だ
っ
た
よ
う
で
、
よ
く
そ
の

話
を
聞
か
さ
れ
た
が
、
水
死
し
た
人

を
引
き
揚
げ
た
時
は
気
持
ち
悪
か
っ

た
と
い
う
話
し
か
覚
え
て
い
な
い
。

　

入
学
時
校
長
だ
っ
た
加
藤
延
雄
先

生
か
ら
新
島
襄
先
生
の
略
歴
を
加
藤

先
生
の
著
書
を
教
材
と
し
て
教
え
て

い
た
だ
い
た
こ
と
は
前
回
で
も
書
い

た
が
、先
生
は
絵
も
お
上
手
で
、自
分

の
あ
だ
名
の
ラ
イ
オ
ン
の
絵
を
実
に

う
ま
く
画
か
れ
る
。
そ
こ
で
皆
、
何

と
か
教
科
書
な
ど
に
画
い
て
い
た
だ

く
機
会
を
狙
っ
て
い
た
が
、
中
学
生

の
間
に
成
功
し
た
仲
間
が
何
人
い
る

だ
ろ
う
か
？ 

私
は
残
念
な
が
ら
画

い
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
。

　

ホ
ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
の
部
長
だ
っ
た

中
堀
愛
作
先
生
は
、
優
し
い
絵
を
描

か
れ
る
素
敵
な
美
術
の
先
生
だ
っ
た

が
、
そ
れ
よ
り
ホ
ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
の

指
導
者
と
し
て
の
記
憶
の
方
が
強
い
。

私
は
、
中
学
三
年
生
で
は
部
長
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
高
校
で
も
３

年
間
、
計
６
年
ホ
ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
の

部
員
だ
っ
た
。

　

私
が
就
職
を
し
、
東
京
で
勤
務
す

る
こ
と
に
な
っ
た
折
、
先
生
も
埼
玉

に
お
住
ま
い
の
お
嬢
様
と
一
緒
に
住

ま
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
住
ま

い
が
近
く
だ
っ
た
の
で
個
展
や
お
宅

に
お
伺
い
し
、
何
度
も
お
会
い
出
来

た
こ
と
が
良
き
想
い
出
で
あ
る
。

文
／
片
桐
　
陽（
67
年
・
工
）

連
　
載

コ
ラ
ム

加藤延雄先生の色紙

そ
の
二
十
八
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浪
人
生
活
の
中
で
得
た
も
の

　

高
校
は
長
野
市
の
長
野
高
校
。
善

光
寺
の
近
く
の
、
い
わ
ゆ
る
伝
統
校
、

進
学
校
で
す
ね
。
出
版
界
に
は
岩
波

書
店
創
業
者
の
岩
波
茂
雄
さ
ん
を
始

め
、
長
野
県
出
身
の
著
名
人
が
多
い

ん
で
す
が
、私
の
子
供
の
こ
ろ
か
ら
の

夢
は
新
聞
記
者
。
世
界
的
な
出
来
事

の
現
場
に
立
つ
職
業
に
憧
れ
ま
し
た
。

と
い
う
わ
け
で
、
大
学
も
新
聞
学
科

志
望
、と
言
え
ば
か
っ
こ
い
い
ん
で
す

が
、
そ
れ
は
浪
人
し
て
、
自
分
の
人

生
を
考
え
た
と
き
に
初
め
て
胸
に
落

ち
た
こ
と
。
高
校
時
代
は
、
い
わ
ば
、

進
学
校
の
は
み
出
し
者
と
い
い
ま
す

か
、バ
ン
ド
活
動
な
ん
か
チ
ャ
ラ
チ
ャ

ラ
や
っ
て
、
ま
あ
、
遊
ん
で
い
た
わ
け

で
す
。
当
然
、
浪
人
で
す
（
笑
）。

　

予
備
校
に
通
う
た
め
に
出
た
東
京

の
下
宿
で
一
緒
だ
っ
た
年
上
の
人
が
、

大
変
な
本
好
き
で
、
か
な
り
影
響
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
人
が
読
む
雑
誌

が
必
ず「
文
藝
春
秋
」。
そ
れ
で
私
も

初
め
て｢

文
藝
春
秋｣

を
買
っ
て
み

た
ら
、
そ
れ
が
村
上
龍
さ
ん
の
芥
川

賞
受
賞
作
「
限
り
な
く
透
明
に
近
い

ブ
ル
ー
」
の
掲
載
号
だ
っ
た
と
い
う

記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

浪
人
一
年
目
は
、
そ
の
人
と
毎
日

話
し
込
ん
だ
り
麻
雀
し
た
り
、
そ
ん

な
こ
と
で
す
か
ら
、当
然
、再
度
の
浪

人
生
活
。
さ
す
が
に
こ
れ
は
い
か
ん
、

と
い
う
こ
と
で
、
新
聞
学
科
の
あ
る

大
学
に
絞
っ
て
受
験
、
ご
縁
で
、
そ

れ
ま
で
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
京

都
で
の
生
活
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

　

入
学
す
る
と
、
学
内
は
「
田
辺
移

転
反
対
運
動
」
で
大
騒
動
。
授
業
が

な
く
な
る
、
と
い
う
状
況
に
な
り
ま

し
た
。
そ
う
し
た
中
、
自
分
た
ち
で

Ｆ
・
Ｂ
・
Ｉ
と
い
う
映
画
と
バ
ン
ド
と

ミ
ニ
コ
ミ
の
三
つ
を
や
る
サ
ー
ク
ル

を
作
っ
た
ん
で
す
。私
は
映
画
制
作
担

当
。学
生
会
館
の
ラ
ウ
ン
ジ
に
た
む
ろ

し
て
あ
あ
だ
こ
う
だ
と
遊
ん
で
い
た

よ
う
な
も
の
で
す
が
、
こ
れ
が
今
、
大

学
公
認
の
映
画
制
作
サ
ー
ク
ル
と
し

て
旺
盛
な
活
動
を
し
て
い
る
と
の
こ

と
。私
た
ち
が
同
志
社
に
残
し
た
も
の

と
し
て
自
慢
の
タ
ネ
で
す
ね
（
笑
）。

「
な
ん
で
も
や
り
ま
す
」と
答
え
て

　

サ
ー
ク
ル
活
動
と
ア
ル
バ
イ
ト
に

明
け
く
れ
て
ま
し
た
か
ら
、
在
学
中

に
勉
強
し
た
と
い
う
記
憶
が
な
い
。

で
す
か
ら
、就
職
を
考
え
る
時
期
、新

聞
学
科
と
は
い
え
、
と
て
も
大
新
聞

社
は
無
理
だ
ろ
う
と
自
覚
し
て
い
ま

し
た
。
た
だ
、
新
聞
社
に
は
入
り
た

い
、
と
い
う
こ
と
で
「
電
波
新
聞
」

と
い
う
業
界
紙
に
入
社
。
そ
こ
か
ら

東
京
生
活
が
始
ま
り
、
数
年
後
「
経

験
者
募
集
」
に
応
じ
て
、
文
藝
春
秋

に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

文
藝
春
秋
へ
は
「
編
集
経
験
者
募

集
」と
い
う
こ
と
で
一
念
発
起
し
て
の

応
募
で
し
た
が
、
面
接
で
「
な
ん
で

も
や
り
ま
す
」
と
答
え
た
の
が
ど
う

だ
っ
た
の
か
（
笑
）、
合
格
後
、
い
き

な
り
経
理
局
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
分
野
は
全
く｢

経
験
な
し｣

だ
っ

た
の
で
、ビ
ッ
ク
リ
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
も
ご
縁
。
実
は
、
卒
業
時

の
就
職
活
動
の
と
き
に
映
画
配
給
大

手
の
最
終
面
接
で
「
経
理
は
ど
う
か
」

と
聞
か
れ
、「
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
」
と

答
え
て
不
合
格
に
な
っ
た
経
緯
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、不
思
議
な
気
持
ち
に

な
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
取
次
や
書
店
な
ど
販
売

関
係
の
営
業
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
出
版

ビ
ジ
ネ
ス
の
勉
強
も
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
元
よ
り
文
系
の
人
が
多
い

会
社
の
中
で
、
数
字
、
経
理
と
い
っ

た
分
野
で
支
え
る
生
き
が
い
も
あ
る

な
、
と
い
う
自
覚
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
社
の
代
表
と
な
っ
た

わ
け
で
す
が
、
積
み
重
ね
て
き
た
歴

史
と
信
用
を
背
景
に
、
出
版
物
だ
け

で
な
く
、
芥
川
賞
、
直
木
賞
な
ど
で

も
世
間
の
注
目
を
浴
び
る
こ
と
の
多

い
会
社
で
す
の
で
、
重
い
責
任
を
背

負
っ
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

優
秀
な
社
員
が
揃
っ
て
い
ま
す
の

で
、
今
一
番
私
が
大
事
に
し
て
い
る

「
公
明
正
大｣

と
い
う
言
葉
と
と
も

に
、
一
歩
ず
つ
も
の
ご
と
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊

文
責
／
谷
村
和
典（
72
年
・
文
）

写
真
／
片
桐　

陽（
67
年
・
工
）

　
高
校
時
代
か
ら
ユ
ニ
ー
ク
な
生
き
方
を
し
て
き

た
信
州
の
青
年
が
、
京
都
の
同
志
社
の
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
の
中
で
、
の
び
の
び
と
才
能
と
セ
ン
ス

を
養
い
、
そ
し
て
今
、
常
に
世
間
の
注
目
を
浴
び

る
日
本
の
代
表
的
出
版
社
の
先
頭
に
立
っ
た
。

株式会社文藝春秋　代表取締役社長
中
な か

部
べ

嘉
よ し ひ と

人さん 1984年（昭和59年）同志社大学文学部卒

世間注目の老舗出版社の責任

１９５９年（昭和３４年）長野県生まれ　１９８４年（昭和５９年）同志
社大学文学部社会学科新聞学専攻卒業　１９８９年（平成元年）株式
会社文藝春秋入社　２０１１年経理局長　２０１４年取締役　経理局長
兼経営企画室長　２０１５年管理局長　２０１６年デジタルメディア局長　
２０１７年常務取締役　２０１８年代表取締役社長

「文春ブランド」への信頼をもとに着実に
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同志社スポーツアトム編集局／発 同志社スポーツ

タックルをかわす笹尾（５番）

　

新
た
な
シ
ー
ズ
ン
が
幕
を
開
け

た
。
今
年
も
４
月
に
入
り
、
多
く
の

同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
が
春
の
シ
ー
ズ
ン

イ
ン
を
迎
え
た
。
今
回
は
そ
の
中
か

ら
、
注
目
の
３
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。

　

ま
ず
は
昨
秋
、
甲
南
大
と
の
入
替

戦
に
勝
利
し
、
Ｄ
ｉ
ｖ
．
１
（
１

部
）
へ
と
返
り
咲
い
た
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
だ
。
注
目
選
手
は

今
季
主
将
を
務
め
る
笹
尾
（
商
４
）。

昨
シ
ー
ズ
ン
は
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
中

核
と
し
て
、
１
部
昇
格
の
立
役
者
と

な
っ
た
。

　

持
ち
味
は
勢
い
よ
く
相
手
選
手
に

ぶ
つ
か
る
ハ
ー
ド
ヒ
ッ
ト
だ
。
力
強

い
当
た
り
で
タ
ッ
ク
ル
を
決
め
、
相

手
に
攻
撃
の
隙
を
与
え
な
い
。
昨
年

の
リ
ー
グ
戦
で
は
幾
度
と
な
く
ロ
ス

タ
ッ
ク
ル
を
決
め
、
チ
ー
ム
の
勝
利

に
貢
献
し
て
き
た
。

　

笹
尾
の
強
み
は
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
。
試
合
中
、
大
き
な
声
で
チ
ー
ム

を
盛
り
上
げ
て
い
る
。「
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
は
気
持
ち
が
大
事
」
と
語
る
よ

う
に
、
試
合
中
は
常
に
声
を
張
り
上

げ
、
チ
ー
ム
全
員
の
気
持
ち
を
鼓
舞

し
て
い
る
。

　

Ｄ
ｉ
ｖ
．
１
に
は
、
昨
季
学
生
王

者
と
な
っ
た
関
学
大
を
始
め
、
立
命

大
や
関
大
な
ど
、
多
く
の
強
豪
校
が

待
ち
構
え
て
い
る
。
秋
に
控
え
た

リ
ー
グ
戦
へ
向
け
、
春
で
ど
れ
だ
け

成
長
で
き
る
か
。
期
待
が
か
か
る
。

　

硬
式
野
球
部
の
躍
進
も
注
目
だ
。

昨
春
は
強
豪
・
関
大
か
ら
４
年
ぶ
り

に
勝
ち
点
を
奪
う
活
躍
を
見
せ
た
。

昨
シ
ー
ズ
ン
主
将
で
あ
っ
た
福
島

（
法
卒
）
は
秋
季
リ
ー
グ
戦
で
通
算

20
勝
を
達
成
。
ま
た
、
多
く
の
下
級

生
を
積
極
的
に
ス
タ
メ
ン
起
用
す
る

こ
と
で
選
手
層
の
厚
さ
も
増
し
た
。

実
力
は
少
し
ず
つ
向
上
し
て
い
る
。

今
季
主
将
を
務
め
る
杉
内
（
法
４
）

も
昨
秋
途
中
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
定
着

を
果
た
し
た
一
人
で
、
守
備
の
名
手

だ
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
遊
撃
手
だ
が
、

過
去
に
は
投
手
と
し
て
も
プ
レ
ー
。

そ
の
経
験
か
ら
培
っ
た
強
肩
を
生
か

し
、
鋭
い
送
球
で
相
手
の
出
塁
を
阻

む
。「
リ
ー
グ
無
失
策
」
を
目
標
に
、

安
定
し
た
守
備
で
活
躍
を
見
せ
る
。

　

野
球
へ
の
情
熱
も
チ
ー
ム
内
で
群

を
抜
い
て
い
る
。
そ
の
熱
さ
は
、
お

酒
の
席
で
も
野
球
の
話
が
止
ま
ら
な

く
な
る
ほ
ど
。「
練
習
を
よ
く
や
る

学
生
」（
澁
谷
硬
式
野
球
部
監
督
）と
、

監
督
か
ら
の
期
待
も
厚
い
。

　

技
術
面
、
精
神
面
の
両
面
で
チ
ー

ム
を
引
っ
張
る
杉
内
主
将
。
主
将
の

み
な
ら
ず
、
硬
式
野
球
部
一
丸
と

な
っ
て
リ
ー
グ
制
覇
を
目
指
す
。

　

今
年
、
最
も
注
目
の
部
活
は
何
と

い
っ
て
も
ラ
グ
ビ
ー
部
だ
ろ
う
。
一

昨
年
、
昨
年
と
大
学
選
手
権
出
場
を

逃
し
、
初
の
２
年
連
続
不
出
場
と
い

う
不
名
誉
を
喫
し
て
い
る
。

　

今
季
の
強
み
は
粘
り
強
さ
だ
。
今

季
副
将
と
な
っ
た
服
部
（
ス
ポ
４
）

を
筆
頭
に
、
昨
年
か
ら
ス
タ
メ
ン
出

場
し
て
い
る
強
力
な
フ
ォ
ワ
ー
ド
陣

が
多
数
残
っ
て
い
る
。
昨
シ
ー
ズ
ン

は
自
陣
深
く
に
お
い
て
強
い
粘
り
を

見
せ
た
。
よ
り
強
固
と
な
っ
た
フ
ォ

ワ
ー
ド
陣
の
連
携
で
、
今
季
も
粘
り

今年もたくさんの同志社体育会で春のシーズンが幕を
開けた。今回はこの春、特に注目の３クラブを紹介する。

強
さ
を
見
せ
ら
れ
る
か
が
勝
利
の
鍵

と
な
る
。

　

バ
ッ
ク
ス
陣
は
激
し
い
入
れ
替
わ

り
を
見
せ
て
い
る
。
昨
年
度
主
将
・

山
口
（
商
卒
）
を
始
め
と
し
た
バ
ッ

ク
ス
陣
が
引
退
。
し
烈
な
ス
タ
メ
ン

争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

　

秋
の
リ
ー
グ
戦
で
の
勝
利
に
向

け
、
春
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
成
長
は

必
要
不
可
欠
だ
。
今
季
主
将
と
な
っ

た
山
本
（
商
４
）
を
中
心
と
し
て
、

大
学
選
手
権
出
場
へ
向
け
た
戦
い
が

始
ま
る
。

　

期
待
の
か
か
る
３
ク
ラ
ブ
を
紹
介

し
て
き
た
が
、
活
躍
を
目
指
す
の
は

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
硬

式
野
球
部
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の
み
で
は

な
い
。
す
べ
て
の
ク
ラ
ブ
が
同
志
社

を
背
負
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
掲
げ
る
目

標
へ
向
け
て
戦
う
。
同
志
社
ス
ポ
ー

ツ
の
躍
進
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

上
野
孝
輔（
社
会
学
部
３
年
）

堅実な守備を見せる杉内

突破をはかる服部（中央）

独走する山本
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赤
坂
見
附
駅
を
出
て
、
エ
ス
プ
ラ

ナ
ー
ド
（
田
町
）
通
り
を
進
む
と
４

分
程
度
で
、
左
に
小
さ
な
石
の
ア
ー

チ
が
見
え
、
そ
の
地
下
が
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

の
店
「
橋
の
下
」
で
す
。

　

店
名
は
、
こ
の
橋
の
下
に
由
来
。

　

元
々
は
、
マ
ス
タ
ー
大
久
保
哲
士

さ
ん
（
75
年
・
文
）
の
ご
実
家
、
政

界
の
お
歴
々
に
も
愛
さ
れ
た
老
舗
料

亭
「
大
久
保
」
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
な

の
だ
そ
う
で
す
。

　

オ
ー
プ
ン
２
年
後
、
マ
ス
タ
ー
が

お
姉
さ
ん
か
ら
経
営
を
引
き
継
い
だ

と
こ
ろ
か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
メ
イ
ン
の

お
店
に
変
え
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
に
ほ
ど
近
い
こ
と
か
ら
、

プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
常
連
も

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

但
し
、マ
ス
タ
ー
の
こ
だ
わ
り
は
、

一
般
的
な
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
喫
茶
に
多
い
私

語
禁
止
の
堅
苦
し
い
店
で
は
な
く
、

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
初
心
者
に
も
気
軽
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
店
。

　

そ
れ
が
、
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
に
も

表
れ
て
い
ま
す
。

大
人
の
街
赤
坂
に
隠
れ
家
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

カ
フ
ェ
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー
発
見
！！

　

１
９
７
５
年
創
業
の
老
舗
。
懐
か
し
い
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の
Ｌ
Ｐ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

が
飾
ら
れ
た
レ
ト
ロ
な
店
内
。豊
富
な
お
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
も
自
慢
で
す
。

マスターの大久保哲士さん

　

ラ
ン
チ
の
お
す
す
め
は
、
ジ
ュ
ー

シ
ー
で
フ
ァ
ン
も
多
い
、
厳
選
豚
肉

の
「
生
姜
焼
き
」、
最
近
の
大
ヒ
ッ

ト
は
、「
ハ
ヤ
シ
オ
ム
ラ
イ
ス
」
と

の
こ
と
、
夜
だ
け
の
淡
路
島
名
産
玉

ね
ぎ
を
使
っ
た
「
淡
路
島
カ
レ
ー
」

も
大
人
気
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
に
関
し
て

は
、
筋
金
入
り
で
Ｌ
Ｐ
・
Ｃ
Ｄ
も

１
万
５
千
枚
以
上
、
毎
月
ラ
イ
ブ
も

開
催
し
て
い
ま
す
（
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

　

貸
し
切
り
も
可
能
で
す
か
ら
、
年

次
会
等
の
宴
会
や
パ
ー
テ
ィ
ー
か

ら
、
ラ
ン
チ
や
親
し
い
仲
間
と
の
飲

み
会
な
ど
、
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
た
だ
け
る
お
店
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

●
東
京
校
友
会
会
員
特
典
の
ご
案
内

ラ
ン
チ
（
コ
ー
ヒ
ー
含
む
）
１
０
０

円
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
デ
ィ
ナ
ー
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ

文
責
／
青
木
重
之（
78
年
・
経
）

写
真
／
仁
藤
正
平（
78
年
・
商
）

タックルをかわす笹尾（５番）

店内にはジャズの名盤のジャケット
が多数展示されている

9

❼

【
好
評
連
載
】

「ＪＡＺＺ　橋の下」
■住所：〒 107-0052　東京都港区赤坂 3-7-15　B1
■ Tel ＆ Fax：03-3505-5059
■営業日：平日（土日祝は貸切のみ）
■営業時間：am10：00 ～ am28：00
■席数：35 席
■予算：ランチ 1,000 円程度　

ディナー 3,500 ～ 4,000 円程度
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発
足
の
こ
ろ

　

２
０
０
５
年
６
月
15
日
、第
１
回

東
京
新
島
研
究
会
を
同
志
社
東
京
オ

フ
ィ
ス（
大
手
町
）で
開
催
。
会
は
、

大
和
忠
氏（
58
年
・
神
）の
聖
書
朗
読

と
お
祈
り
で
始
ま
り
ま
し
た
。そ
れ

以
来
、開
会
冒
頭
の
聖
書
朗
読
と
祈

祷
を
今
日
ま
で
続
け
て
い
ま
す
。

　

発
足
当
初
は
研
究
会
を
輪
読
形
式

で
進
め
ま
し
た
。
テ
キ
ス
ト
は
、
神

学
部
教
授
本
井
康
博
著
『
新
島
襄
と

建
学
精
神
』。
本
井
先
生
に
は
度
々

講
演
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ボ
ス
ト
ン
旅
行
な
ど

　

２
０
０
８
年
９
月
、
新
島
先
生
の

足
跡
を
訪
ね
て
ボ
ス
ト
ン
旅
行
を
企

画
。
本
井
先
生
が
案
内
役
で
参
加
者

30
名
。
新
島
先
生
の
信
仰
と
教
育
の

原
点
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
大
感

激
し
ま
し
た
。

　

国
内
旅
行
も
た
び
た
び
実
施
。
こ

れ
ま
で
に
仙
台
、
会
津
若
松
、
安
中
、

伊
香
保
、
諏
訪
、
月
ヶ
瀬
、
熊
本
な

ど
、
新
島
先
生
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね

ま
し
た
。

「
新
島
七
五
三
太
」
研
究

　

２
０
１
５
年
に「
錦
三
・
七
五
三
太

公
園
」が
開
園
。そ
こ
で
１
年
間「
新

島
七
五
三
太
」研
究
を
継
続
し
ま
し

た
。そ
れ
を
基
に
赤
松
龍
氏（
53
年
・

経
）を
中
心
に
し
て『
江
戸
神
田
生

ま
れ
の
新
島
七
五
三
太
』を
編
集
し
、

２
０
１
６
年
東
京
校
友
会
よ
り
発
行

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
同
志
社
基
礎
講
座
」

　

新
島
研
究
の
底
辺
拡
大
と
新
会
員

募
集
を
兼
ね
て
、２
０
１
７
年
６
月

よ
り
多
田
直
彦
氏（
60
年
・
文
）を
中

心
に「
同
志
社
基
礎
講
座
」を
開
設
。

同
志
社
史
７
回
と
キ
リ
ス
ト
教
の
基

会
報
『
良
心
の
碑
』
発
行

　

現
在
、
登
録
会
員
は
62
人
。
会
員

向
け
に
毎
月
『
良
心
の
碑
』
を
発
行
。

年
会
費
３
千
円
。

年
間
予
定
な
ど

１
月
大
磯
の
終
焉
之
地
碑
前
祭
参
加

２
月
神
田
の
生
誕
之
地
碑
前
祭
参
加

３
月
か
ら
12
月
は
月
例
研
究
会
。

但
し
、
８
月
は
お
休
み
。（
有
志
が

京
都
の
一
日
研
究
会
に
参
加
）

　

な
お
、
月
例
会
は
、
同
志
社
大
学

東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
い
ま
す
。

主
な
役
員

会
長
：
木
村
ケ
イ（
54
年
・
文
）

副
会
長
：
大
和 

忠（
58
年
・
神
）

　

同　
：
三
瀬
安
彦（
61
年
・
商
）

文
責
／
支
倉 

清（
73
年
・
法
）

初代会長・西村四郎氏

　

東
京
校
友
会
で
は
、「
初
夏

の
集
い
」
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
開
催
の
他
、
年
次
会
や
サ
ー

ク
ル
活
動
、
学
部
別
同
窓
会
等

の
活
動
も
活
発
で
す
。
新
連
載

の
「
登
録
団
体
活
動
レ
ポ
ー
ト
」

で
は
、
こ
れ
ら
の
団
体
の
活
動

状
況
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
第
一
回
は
「
東
京
新
島
研

究
会
」。　
　

＊

　
「
わ
し
ゃ
、
新
島
先
生
が
好
き

な
ん
や
」。
西
村
四
郎
氏（
48
年・

経
）
の
言
葉
に
共
感
し
た
21
人

が
集
ま
っ
て
発
足
し
た
の
が
、

東
京
新
島
研
究
会
で
し
た
。

登
録
団
体
活
動
レ
ポ
ー
ト

東
京
新
島
研
究
会

新
島
先
生
の
魅
力
を
語
り
継
ぐ

青山学院見学会にて

6月16日（日）のスケジュールチェック
よろしくお願いします

団体概要
【団体名】

東京新島研究会

【設立年月日】
2005年6月15日

【代表者】
木村ケイ

【会員数】
62名

【連絡先】
090-1058-6243

（支倉 清）

礎
６
回
を
実
施
し
ま
し
た
。

多
彩
な
発
表
・
充
実
し
た
見
学

　

平
成
講
談
『
新
島
襄
伝
』、

海
外
体
験『
新
島
襄
と
ド
イ
ツ
・

レ
ク
イ
エ
ム
』、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
植
樹
活
動
『
カ
タ
ル
パ
物

語
』
な
ど
、最
近
は
発
表
内
容
・

形
式
と
も
に
個
性
的
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
地
見
学
会
も
年
１

回
実
施
。
青
山
学
院
、
番
町
教

会
、
霊
南
坂
教
会
、
築
地
界
隈

な
ど
が
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
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来
る
６
月
16
日
（
日
）、「
第

21
回
同
志
社
東
京
初
夏
の
集
い

２
０
１
９
」
を
開
催
し
ま
す
。
場
所

は
昨
年
と
同
じ
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
芙
蓉
の
間
」
で
す
。
お
席

は
昨
年
好
評
で
し
た
「
開
会
か
ら
お

開
き
ま
で
完
全
着
席
方
式
」
で
準
備

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
昨
年
は
席

の
間
が
狭
い
と
の
お
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
テ
ー
ブ
ル
の
配
置
を
見

直
し
、
多
少
な
り
と
も
広
く
す
る
よ

う
に
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
心
新
た
に
！

W
H

O
 A

RE W
E !  LA

 LA
 LA

!

」

で
す
。
５
月
１
日
に
は
新
天
皇
が
即

位
さ
れ
、新
元
号
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
１
１
５
号
が

お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
新
元
号
が

発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

新
し
い
時
代
の
始
ま
り
で
す
。
何
事

に
も
心
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う

と
の
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

２
０
２
０
の
前
年
で
す
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
ま
す
ま
す
ス
ポ
ー

ツ
熱
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
同
志
社

で
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
ば
「
同
志
社
チ

ア
」
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
い

ろ
い
ろ
な
場
で
「
同
志
社
チ
ア
」
を

叫
ん
だ
思
い
出
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

　

そ
こ
で
も
う
一
度
、
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
心
新
た
に
！W

H
O

 A
RE 

W
E !  LA

 LA
 LA

! 

」
で
す
。

　

ゲ
ス
ト
も
豪
華
で
す
。
特
別
講
演

会
は
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
柔
道
の
無
差
別
級
金
メ
ダ
リ
ス
ト

で
、
現
在
公
益
財
団
法
人
講
道
館
の

た
だ
く
予
定
で
す
。

　

恒
例
の
「
大
懇
親
会
」
も
開
催

し
ま
す
。
今
年
は
目
玉
企
画
が
あ

り
！　

今
年
の
幹
事
年
の
一
つ
で
あ

る
１
９
７
５
年
（
昭
和
50
年
）
卒
業

組
の
代
表
的
な
プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
水
谷
啓
二
の
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
ィ

ナ
ー
シ
ョ
ー
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

水
谷
は
あ
の
大
ヒ
ッ
ト
曲
「
ダ
ン

シ
ン
グ
・
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
」
の
作
詞

家
で
、
現
在
も
活
躍
中
。

　

昭
和
か
ら
平
成
の
同
志
社
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
京
都
の
町
で
聴
い
た
思
い

出
の
ナ
ン
バ
ー
や
懐
メ
ロ
を
演
奏
し

て
く
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
「
ダ
ン
シ

ン
グ
・
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
」
を
始
め
と

す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ナ
ン
バ
ー
も
演

奏
し
ま
す
。

　

そ
し
て
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
ィ
ナ
ー

シ
ョ
ー
の
前
に
は
、
昨
年
日
本
高
校

ダ
ン
ス
部
選
手
権
で
見
事
二
連
覇
を

果
た
し
た
同
志
社
香
里
高
校
ダ
ン
ス

部
の
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
も
ご
覧
い
た
だ

き
ま
す
。

　

全
員
着
席
方
式
で
す
の
で
お
早
目

の
参
加
申
込
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ま
た
当
日
予
約
な
し
で
お
越
し

い
た
だ
い
て
も
席
を
ご
用
意
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
お
申
込
み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

多
数
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

文
責
／
菊
池　

諭（
75
年
・
法
）

会場はホテルニューオータニ芙蓉の間
（春の集い 2018）

新島襄生誕の地碑前祭で「初夏の集い」を
アピールする港章実行委員長

第21回 同志社東京 初夏の集い 2019

今年も「ホテルニューオータニ芙蓉の間」で開催。
テーマは「心新たに！ WHO  ARE  WE !  LA LA LA!」です。

6月16日（日）のスケジュールチェック
よろしくお願いします

館
長
を
さ
れ
て
い
る
上
村

春
樹
氏
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス

ト
と
し
て
の

思
い
出
、
柔

道
を
中
心
と

し
た
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク

２
０
２
０
の

展
望
、
柔
道

こ
ぼ
れ
話
な

ど
楽
し
い
お

話
を
い
ろ
い

ろ
と
し
て
い
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松岡学長から児玉会長へ感謝状が贈呈された

「
Ａ
Ｌ
Ｌ　
Ｄ
Ｏ
S
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ａ

募
金
」感
謝
状
贈
呈
式

　

１
月
18
日
（
金
）
17
時
30
分
、
同

志
社
大
学
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
・
キ
ャ

ン
パ
ス
会
議
室
に
お
い
て
、
同
志
社

大
学
松
岡
敬
学
長
か
ら
、
東
京
校
友

会
児
玉
正
之
会
長
に
、
感
謝
状
の
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

募
金
の
概
要
は
１
１
４
号
に
記
載

の
通
り
で
す
が
、今
回
の
募
金
は
、団

す
み
れ
亭 

昭
和
38
年
会
俳
句
会

菩
提
樹
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
＝
デ
ィ
ス
カ
ウ
も
う
聴
け
ず	

諏
訪
　
河
童

東
京
校
友
会
の
２
０
１
９
年
度

（
平
成
31
年
度
）定
時
総
会
・

幹
事
会
兼
評
議
員
会
の
日
程

ご
案
内

甘
い
ビ
ロ
ー
ド
の
よ
う
な
バ
リ
ト
ン
で
一
世
を
風
靡
し
た

デ
ィ
ス
カ
ウ
の
美
声
は
も
う
聴
け
な
い
。
明
治
以
来
、

日
本
人
に
よ
く
親
し
ま
れ
た
「
冬
の
旅
」
の
中
心
は
菩
提
樹
で
、

そ
れ
は
ド
イ
ツ
語
圏
の
愛
の
象
徴
で
あ
っ
た
。

〽
泉
に
沿
い
て
茂
る
菩
提
樹
…
（
近
藤
朔
風
訳
詞
）

編
　
集
　
後
　
記

　

東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
夏
号
は
、
毎

年
７
月
下
旬
に
発
行
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
「
春
の
集
い
」
が
昨
年
よ
り

も
３
週
間
遅
く
６
月
16
日
（
日
）
に

「
初
夏
の
集
い
」
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

す
た
め
、夏
号
（
１
１
６
号
）
の
発
行

も
３
週
間
遅
い
８
月
中
旬
に
な
り
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

文
責
／
新
田
博
伸（
77
年・法
）

（
選
評
：
あ
か
ぎ
倦
鳥
）

　

一
昨
年
10
月
か
ら
8
回
、
デ
ジ
タ

ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
に
研

究
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
毎
回
20
数

名
が
参
加
。
刺
激
あ
る
時
間
を
共
有

で
き
、
卒
業
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
新

し
い
あ
り
方
が
見
つ
か
っ
た
気
が
し

ま
す
。
東
京
校
友
会
の
一
活
動
と
し

て
の
継
続
を
考
え
て
い
ま
す
。

文
責
／
安
永
昌
代（
81
年
・
経
）

体
と
し
て
東
京
校
友
会
が
行
っ
た
も

の
で
す
。

　

募
金
額
に
つ
い
て
は
、
常
任
幹
事

会
で
議
論
し
意
見
も
多
々
あ
り
ま
し

た
。最
終
決
定
は
、昨
年
11
月
28
日
に

開
催
の
幹
事
会
兼
評
議
員
会
の
場
に

諮
り
ま
し
た
。
こ
の
場
で
も
熱
心
な

議
論
と
多
く
の
ご
意
見
（
金
額
）
が

あ
り
ま
し
た
が
、
１
５
０
万
円
に
最

終
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
２
０
２
５

年
に
同
志
社
が
創
立
１
５
０
周
年
を

迎
え
る
こ
と
も
募
金
額
決
定
の
要
因

に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
同
志
社
大

学
に
は
、
12
月
26
日
（
水
）
に
寄
付

申
込
と
振
込
を
行
い
ま
し
た
。

　

正
月
明
け
に
、
松
岡
学
長
か
ら
児

玉
会
長
宛
に
、
お
電
話
で
感
謝
状
贈

呈
式
の
申
出
で
が
あ
り
、
１
月
18
日

を
迎
え
ま
し
た
。
３
名
の
常
任
幹
事

が
同
席
し
、
学
長
が
感
謝
状
を
読
み

上
げ
ら
れ
て
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た

の
で
し
た
。

文
責
／
阪
口
章
夫（
73
年
・
商
）

日
時
：
６
月
27
日
（
木
）
18
時
～

場
所
：
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
・
キ
ャ
ン

パ
ス　

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

議
題
（
報
告
事
項
）

　

①
２
０
１
８
年
度
活
動
報
告

　

②
会
計
報
告　

③
そ
の
他

　
　
（
審
議
事
項
）

　

①
２
０
１
９
年
度
活
動
計
画

　

②
収
支
計
画　

③
そ
の
他

　

出
席
さ
れ
る
方
は
準
備
の
都
合
上

６
月
10
日
（
月
）
ま
で
に
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

電
話
：０
３

-

５
５
７
９

-

９
７
２
８

Ｆ
Ａ
Ｘ：０
３

-

５
５
７
９

-

９
７
２
９

デジタルビジネス研究会の参加メンバー

ビジネスパーソン企画報告
「デジタルビジネス研究会」
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